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調査実践報告
地域政策としての地産地消に関する一実践





1 1ntroduction:Revievv of the latest research.
2 Record of lectures on the practical application of "chisan chishou".
2-1 P1日ning and preparations
2-2 First to kno、んlthe actual vvork.
2-3 Reasons for the demand for apP11Cation of "chisan chishou".
2-4 APP11Cations of "chisan chishou" from the standpoint of production.
2-5 Applications of "chisan chishou" from the standpoint of consumers.
2・6 AppliC臼tions of " chlsan chishou" from the standpoint of restants.
3 Condusion: Moving towardS ヨCtual practice.
昌
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日時:1月20日(木) 13:30~16:30 会場: BUTTER FIELDS万代店
参加者数:生産者8 消費者9 店舗経営者10 計27名オブザーバー4
.プログラムの概要
13:30~14:15 「BUTTER FIELDSの取り組み」報告.(事前インタビュー)
川崎隆雄氏(有限会社パートナーズ代表取締役)聞き手:筆者/'10年前にサー
ビス業から飲食業界に参入し、現在5店舗展開。素材は、当初こだわりのある
生産者の伝手を頼りに足で探したが、今は生産者の持ちこみが多い。地物を
使うため、大半の仕事時間を生産現場で過ご,し、毎月メニューを見直す。メ
ニュー開発では、和食を参老に、中学生でも食ベられる価格帯を目指すが、良
い地物の仕入値は生産者の言い値に近く、安価な規格外を取り入れなんとか採
算ライン。店の経営は、パブリシティーを含めすべて代表と専務(夫妻)の
手作り。一生懸命美味しいものを見つけた結果、現在の地産地消となった。
等々。
14:15~15:00 「大南楼の取り組み」報告:川崎伸泰氏(大南楼店主)聞き
手:筆者/東区大形で中華料理店を開き30余年。地物の野菜を使うようになっ
たのは、近隣の農家と親しくなってから。魚介は自ら2隻の漁船を操り、日本
海と阿賀野川で沖、をする。看板の鮫子に使う越冬キャベッは、必要に応じて知
り合いの農家の畑から魚と交換で入手。現在は、「儲けよりも近隣の人ヘの貢
献」と地産料理の良さを地域の人に伝えたいという。店の経営は奥さん任せ。
等々。
14:00~16:0O BUTTER FIELD'Sの<新潟・冬の味覚>会食(会費2,000円)
国際地域研究論集(J玲RD)第2号(NO.2) 2011
契約農園産・無農薬レタスハーブ、冬
蕪のグリル/契約農園産・特別栽培ご
ぼうの米粉ピッツァ/新潟漁港水揚
げ・赤ひげの米粉パスタ/契約農園
産・里芋と鍋ちゃん葱の米粉パスタ/
岩船産・朝日豚ベーコンとソーセージ
の味噌漬け/契約農園産・ル・レク
写真5 会食メニユー
チェの米粉口ールケーキ/村上茶
.備考:2名の報告者と各事前打合せ、 BUTTERFIELD'Sとメニュー確認を行
う。当日予定プログラム中、後半のラウンドテーブル方式のワークショップ
は、会食の配膳が遅れたために中止となったが、その分穏かな会話の時問が流
れた。閉会時にミニアンケート実施。
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参加者数の推移および参加者の反応:登録者数が、当初62名に途中参加希望者
2名を加えた64名と定員を大幅に上回ったことは、このような機会ヘの期待が
潜在していたといえる。他方、出席者数が43~36~16~23~27と変動したこと
は連続講座の常ではあるが、理由文書を付した途中退会者が1名存在した背後
には、内容ペの不満が欠席につながった登録者もいたことが窺われる。逆に、
最後まで出席頂いた熱心な参加者は、企画目標でもある、お亙いに今後必要に
応じたネットワークを結ベるだけの顔の見える関係を築けたものと思われ、閉
会時アンケートでも次のステップへ向けた期待が多く語られていた。
今後に向けて:3名の講師の講義に共通する地産地消実践に向けての課題とし
て、生産・流通・消費の組織化の問題が挙げられている。 2回のワークショッ
プでも、組織化に向けた中間支援ヘの要請は共通している。最も重要なのは、
参加者からの内発的な組織化の希求とそこへの必要な支援である。その意味
で、県と市の関係セクションから全回オブザーバー参加頂いたことは良かった
し、筆者も講座企画者としてできることは協力を惜しまないつもりである。
後日談:講座参加生産者から、講座参加飲食店経営者と意見交換しながら忘年
会をやりたいので、よい店を推薦して欲しいと連絡があり、複数飲食店経営者
を推薦したところ、ひとつの店でやることになり、筆者も参加した。魚沼地域
中心の地産料理は美味しく、講座参加者でもある店の経営者と3名の生産者ら
で意見交換をしながらの宴は盛り上がった。驚いたのは、すでに別の講座参加
生産者が同店にトマトを売り込み、経営者が試'験的に食材として提供していた
こと。美味しいトマトと期待した顔の見える関係が始ま0ていることと相まっ
て、うれしい忘年会となった。それ以外にも、個別の交流力畝台まっている様子。
地域政策としての地産地消に関する一実践
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